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モノアミドであるジアリルアミド(DAA), N-イソプロピルアクリルアミド(NIPA), N,N’-メチレンビスアク

リルアミド(BIS)をラジカル重合させゲル吸着剤を合成した．DAA の側鎖構造と U/Th 吸着性能挙動との相

関を明らかにし, 元素分析によりゲル吸着剤中の構造水数への影響も示唆された． 
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1. 緒言 Thサイクルが再注目されているが, バックエンド技術成立性は検討が十分とは言えない．Th燃料

再処理では溶媒抽出においてモノアミドが利用可能だがU/Thの分離係数が十分であり, また強烈な放射線

に起因する配位子劣化抑制も課題となる．そこで配位子を化学結合により取り込ませたゲル吸着剤を開発

し, 様々な系への適用を進めている[1]．今回, モノアミド配位子を重合して分離挙動, 諸物性を調査した． 

2. 実験方法 合成スキームを Fig.1 に示す．乾燥・粉砕ゲル 3mg と UO2
2+乃至は Th4+を含む水相 1 mL を

5mL 容器に加え,各温度で振

とう後水相を分取し, 0.5 mL

を乾固後に内標準(Y)と硝酸

を加え ICP-AESで定量した．

元素分析は Flash EA1112 

(Thermo Quest)を用いた． 

3. 結果と議論 Fig.2 に UO2
2+吸着に及ぼす硝酸濃度と DAA-gel の側鎖構造による影響を示した．全体の傾

向としては溶媒抽出と同様に酸濃度が高いほど吸着が促進された．溶媒抽出で長鎖 DAA(C12)を用いた際は

界面活性効果の増大, 水相白濁, ミセル乃至は第三相形成が示唆されたがゲルでは一切見られなかった．こ

れは配位子に化学的に担持されているためである．配位子を搭載していない NIPA-BIS ゲル自身でもアクチ

ノイドイオンの吸着が見られ, 複数の要因の競争的な働きにより酸濃度依存性が複雑化したと考えられる．  

一連の元素分析では DAA/NIPA-Bis ゲルの合成

時の仕込み量論比に対して何分子かの構造水の存

在を仮定することで理論値と良く一致した．搭載

している配位子の側鎖構造によるゲル内の親疎水

性環境の変化が構造水数に影響を及ぼすことが示

唆される． UO2
2+と Th4+への理解は他のアクチノ

イドの理解に繋がるため, 溶液とゲル中でのイオ

ンの状態も今後精査する．発表では Th4+について

も溶媒抽出, 吸着挙動との比較と考察も加える． 
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Fig.1 Schematics of N,N-diallylalkylamide(DAA)-gel preparation. 
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